
10代のための図書館情報誌 
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ホームページ 

はこちらです 

大野城まどかぴあ図書館 
 

～図書館の開館時間～ 

 

第 61号 

2025秋号 

★11 月 26 日（水）は地域貸出文庫図書交換のため休館します★  

開館時間 日曜日～木曜日 １０：００～１８：００ 

     金曜日     １０：００～２０：００ 

     土曜日     １０：００～１９：００ 

休館日  毎月第１・３水曜日（祝日の場合は次の平日） 

     年末年始（１２月２８日～１月４日） 
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図書館へゆこう！！
2025年

誰かにおすすめしたい本 にメッセージを添えて持参し、会場にある  

誰かのおすすめの本と交換できる 「本の交換会」 です。  

日時：① 11 月 1 日（土） 13 ： 00 ～17 ： 00  

②11 月 2 日（日） 10 ： 00 ～15 ： 00  

会場：図書館正面入り口前  

本の事前受付： 10 月 18 日（土） 10 ： 00 より 図書館にて受付  

まどかぴあ図書館には、１０代の方に読んでもらい 

たい本を集めたＹＡコーナーがあります。 

 

秋の夜長は 

何を読む？ 
ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ

 
ｐ
ａ

r

ａ
r
ａ
 

よむよむつづる  

ステキにアレンジ！手作り読書ノート  

表紙の飾りつけと糸綴じを行い、自分だけの読書ノートを作りましょう！  

日時： 10 月 26 日（日） ①10 ： 00 ～11 ： 30  ②13 ： 00 ～14 ： 30  

対象：小学生～一般     定員：各回 15 組 

会場： 3 階 303 会議室 

申込み： 10 月 2 日（木） 10 ： 00 より図書館・電話にて受付  

 

要予約 

本のバトン ～おすすめ本を交換しませんか～  

   期間：10 月 23 日（木）～11 月 9 日（日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

とっておきの秘密！ 

『妖しいクラスメイト だれにも言えない二人の秘密』 
無月兄／著（KADOKAWA）〔YA／F／ムツ〕 

 

『よるのばけもの』 
 住野 よる／著（双葉社）〔F／スミ〕 

 「夜になると、僕は化け物になる。」 

中学 3 年生の安達は、深夜になると全身を黒い

粒で覆われた化け物に変身してしまう。ある日、

化け物の姿で夜中に学校へ忍び込んだ安達は、

いつもいじめられているクラスメイト、矢野さ

つきと出会う。“夜休み”での彼女とのやりとり

を通して、安達は相反する“昼”と“夜”の自

分に葛藤を覚えるようになり・・・。学生時代

を過ごす、今のあなたに読んでほしい一冊。 

アマリには優秀な兄がいたが、突然失踪してしま

う。それから半年後、「極秘デリバリー」から届い

た荷物をきっかけに、アマリは兄の秘密を知るこ

とになる。それは、兄が秘密組織「超常現象局」

の特別捜査官だったこと！アマリは兄の手がかり

を探すため、その組織のサマーキャンプに参加す

る。しかし、そこで思いがけず自分の隠れた能力

「最強の魔術師」であることが明らかになる

が・・・。心躍る冒険ファンタジー！ 

『アマリとナイトブラザーズ』上・下  
B.B.オールストン／作（小学館）〔YA／933／オ〕 

 

『なんで人は青を作ったの? 青色の歴史を探る旅』 
谷口 陽子・高橋 香里／著（新泉社）〔YA／576／タ〕 

 

おすすめの本 

遠い昔、「青色」は人間が自由に作り出せない色

とされてきました。中学生の蒼太郎と律は、ど

んな歴史を経て、人類が「青色」を獲得したの

か秘密を探るため、科学倶楽部の森井老人の実

験の手伝いをすることになります。ふたりは、

人間が作った最古の青色「オドントライト」の

石を見せてもらい、元は白かった石が青色に染

められたことに気づきます。どうやって、石を

青色にすることができたのでしょうか？ 

祖母と二人暮らしの高校 1 年生、五木麻里は、

妖が見えるという秘密を隠して過ごしていた。

ある日、麻里は帰宅途中で妖に襲われてしまう。

彼女の悲鳴を聞いて駆けつけたのは、同じクラ

スの男子、朝霧晴だった。この出来事がきっか

けで話すようになった二人。実は彼にも、誰に

も言えない秘密があって・・・？ 

妖が引き起こす出来事を巡り、距離を縮めてい

く二人。秘密を共有して行きつく先とは？朝読

にぴったりの青春恋愛妖譚。 


